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【誤訳訂正書】
【提出日】令和3年4月8日(2021.4.8)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　日焼け止め組成物であって、
　（ｉ）シリコーンエラストマーと溶媒とのブレンドと、
　（ｉｉ）化粧品として許容される担体と
　を含み、前記溶媒が、オクタメチルシクロテトラシロキサン、デカメチルシクロペンタ
シロキサン、ドデカメチルシクロヘキサシロキサン、メチルトリメチコンとジメチコンと
のブレンド、およびこれらの混合物から選択される揮発性シリコーン油であり、かつ
　前記シリコーンエラストマーが、式Ｉの化学構造を有し、
　ここで、
　各Ｒ１は独立してＣ４～３６のアルキル鎖であり、
　各Ｒ２は独立してフェニルまたはＣＨ３であり、
　各Ｒ３は独立してフェニルであり、かつ
　各ｘは独立して３～１００の整数であり、各ｙは独立して１～１００の整数であり、各
ｚは独立して１～１００の整数であり、各ｍは独立して１～１００の整数であり、かつ各
ｎは独立して４～１０００の整数である、
　組成物。
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【化１】

【請求項２】
　式Ｉにおいて、各Ｒ１は、独立してＣ８～１８のアルキル鎖である、請求項１に記載の
組成物。
【請求項３】
　式Ｉにおいて、各ｘは独立して３～２０の整数であり、各ｙは独立して１～２０の整数
であり、各ｚは独立して６～５０の整数であり、各ｍは独立して５～３０の整数であり、
かつ各ｎは独立して４０～５００の整数である、請求項１又は２に記載の組成物。
【請求項４】
　０．１～３０重量％の有機日焼け止め剤を含む、請求項１～３のいずれか一項に記載の
組成物。
【請求項５】
　前記組成物が有機日焼け止め剤を実質的に含まない、請求項１～３のいずれか一項に記
載の組成物。
【請求項６】
　０．１～１０重量％の有機日焼け止め剤を含み、前記剤がＵＶ－Ａ日焼け止め剤である
、請求項１～４のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項７】
　０．１～２０重量％の有機日焼け止め剤を含み、前記剤がＵＶ－Ｂ日焼け止め剤である
、請求項１～４のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項８】
　前記揮発性シリコーン油がデカメチルシクロペンタシロキサンである、請求項１～７の
いずれか一項に記載の組成物。
【請求項９】
　前記シリコーンエラストマーの前記Ｒ１がＣ１２のアルキル基である、請求項１～８の
いずれか一項に記載の組成物。
【請求項１０】



(3) JP 2019-517458 A5 2021.5.20

　前記シリコーンエラストマーの前記Ｒ２がフェニル基である、請求項１～９のいずれか
一項に記載の組成物。
【請求項１１】
　前記シリコーンエラストマーのアルキルのモル含有量が、０．０１～０．９９である、
請求項１～１０のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１２】
　前記シリコーンエラストマーのアルキルのモル含有量が、０．０２～０．２０である、
請求項１１に記載の組成物。
【請求項１３】
　前記シリコーンエラストマーのフェニルのモル含有量が、０．０１～０．５０である、
請求項１～１２のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１４】
　前記シリコーンエラストマーのフェニルのモル含有量が、０．０３～０．３４である、
請求項１３に記載の組成物。
【請求項１５】
　前記シリコーンエラストマーと溶媒とのブレンドが、前記ブレンドの１～７０重量％の
量のシリコーンエラストマーを含む、請求項１～１４のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１６】
　前記シリコーンエラストマーと溶媒とのブレンドが、前記ブレンドの５～５０重量％の
量のシリコーンエラストマーを含む、請求項１５に記載の組成物。
【請求項１７】
　前記シリコーンエラストマーと溶媒とのブレンドが、１：２０～２：１の重量比で前記
シリコーンエラストマーおよび前記溶媒を含む、請求項１～１６のいずれか一項に記載の
組成物。
【請求項１８】
　前記シリコーンエラストマーと溶媒とのブレンドが、１：１５～１：１の重量比で前記
シリコーンエラストマーおよび前記溶媒を含む、請求項１７に記載の組成物。
【請求項１９】
　組成物全体の０．１～６０重量％の量で前記シリコーンエラストマーと溶媒とのブレン
ドを含む、請求項１～１８のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項２０】
　組成物全体の１～４０重量％の量で前記シリコーンエラストマーと溶媒とのブレンドを
含む、請求項１９に記載の組成物。
【請求項２１】
　前記組成物が皮膚軟化油をさらに含む、請求項１～２０のいずれか一項に記載の組成物
。
【請求項２２】
　請求項１～２１のいずれか一項に記載のパーソナルケア組成物をそれを必要とする個体
の皮膚に局所適用するステップを含む、スキンケアの利益を提供するための方法。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１０】
　第１の態様において、本発明は、パーソナルケア組成物であって、
　ｉ）シリコーンエラストマーと溶媒とのブレンドと、
　ｉｉ）化粧品として許容される担体と
　を含み、溶媒が、オクタメチルシクロテトラシロキサン、デカメチルシクロペンタシロ
キサン、ドデカメチルシクロヘキサシロキサン、メチルトリメチコンとジメチコンとのブ
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レンド、およびこれらの混合物から選択される揮発性シリコーン油であり、かつ
　シリコーンエラストマーが、式Ｉの化学構造を有し、
　ここで、
　各Ｒ１は独立してＣ４～３６のアルキル鎖、好ましくはＣ８～１８であり、
　各Ｒ２は独立してフェニルまたはＣＨ３であり、
　各Ｒ３は独立してフェニルであり、かつ
　各ｘは独立して３～１００、好ましくは３～２０の整数であり、各ｙは独立して１～１
００、好ましくは１～２０の整数であり、各ｚは独立して１～１００、好ましくは６～５
０の整数であり、各ｍは独立して１～１００、好ましくは５～３０の整数であり、かつ各
ｎは独立して４～１０００、好ましくは４０～５００の整数である、組成物に関する。
【化１】

【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３１】
　シリコーンエラストマーと溶媒とのブレンド
　本明細書中で使用する場合、シリコーンエラストマーとは、シリコーンポリマーの架橋
粒子であって、溶媒中で有意に膨張して、粘弾性の軟固体として振る舞う空間充填材料を
形成するものを意味する。一般に、シリコーンエラストマーは、溶媒中のシリコーンエラ
ストマーの分散液であるシリコーンエラストマーと溶媒とのブレンドで使用される。シリ
コーンエラストマーと溶媒とのブレンドは、ヒドロシリル化反応を通じて調製できる架橋
ゲルである。該反応は低レベルの触媒、通常は白金誘導体を伴い、一般に、適切な溶媒中
で行われる。水素化ケイ素（ＳｉＨ）含有シリコーンポリマーをジビニル材料と反応させ
て独立したシリコーン鎖を連結する。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３７
【訂正方法】変更
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【訂正の内容】
【００３７】
　アルキル修飾された機能性シリコーンエラストマーは、ヒドロシリル化触媒を使用する
ことによる、ａ）水素化ケイ素含有ポリシロキサン、ｂ）アルケン、およびｃ）ビニル末
端ジメチルポリシロキサンの反応から調製することができる。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３８】
　水素化ケイ素含有ポリシロキサンは、一般式：
【化２】

【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４０】
　本明細書中で使用する場合、水素化ケイ素含有量は、１グラムのポリシロキサンあたり
の水素化ケイ素基のモルを意味する。典型的に、ポリシロキサンの水素化ケイ素含有量は
、ポリシロキサンの総重量に基づいて、０．０１６～１６．６ｍＭ／ｇ、より好ましくは
１～１０ｍＭ／ｇ、最も好ましくは３～８ｍＭ／ｇに及び、また、これらに包含される全
ての範囲が挙げられる。
【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４１】
　追加的または代替的に、水素化ケイ素含有ポリシロキサンは、１０～１０００センチス
トークス（ｃＳｔ）、好ましくは２０～５００ｃＳｔ、より好ましくは２５～１５０ｃＳ
ｔ、最も好ましくは３０～８０ｃＳｔの粘度を有する。
【誤訳訂正８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４２】
　市販されている好適な水素化ケイ素含有ポリシロキサンとしては、ＡＢ　Ｓｐｅｃｉａ
ｌｔｙ　ＳｉｌｉｃｏｎｅｓのＡｎｄｉｓｉｌ　ＸＬ－１０、Ａｎｄｉｓｉｌ　ＸＬ－１
１、Ａｎｄｉｓｉｌ　ＸＬ－１５が挙げられる。
【誤訳訂正９】
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【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４６】
　ビニル末端ジメチルポリシロキサンは、水素化ケイ素含有ポリシロキサンとの反応のた
めに利用可能であり得るビニル側基を含有する。
【誤訳訂正１０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５０】
　反応において、アルケンは水素化ケイ素含有ポリシロキサンと反応してアルキル修飾さ
れたポリシロキサンを形成し、これがビニル末端ジメチルポリシロキサンと反応してアル
キル修飾されたシリコーンエラストマーを形成する。
【誤訳訂正１１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５２】
　好ましい実施形態では、アルキル修飾された機能性シリコーンエラストマーは、一般式
：
【化４】

【誤訳訂正１２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５４
【訂正方法】変更
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【訂正の内容】
【００５４】
　フェニル修飾された機能性シリコーンエラストマーは、ヒドロシリル化触媒を使用する
ことによる、ａ）水素化ケイ素含有ポリシロキサン、およびｂ）ビニル末端ジメチルフェ
ニルポリシロキサンの反応から調製することができる。
【誤訳訂正１３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５５】
　水素化ケイ素含有ポリシロキサンは、上記したものと同じである。
【誤訳訂正１４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５８】
　ビニル末端ジメチルフェニルポリシロキサンは、水素化ケイ素含有ポリシロキサンとの
反応のために利用可能であり得るビニル側基を含有する。
【誤訳訂正１５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６２】
　好ましくは、水素化ケイ素含有ポリシロキサンおよびビニル末端ジメチルフェニルポリ
シロキサンは、１：２００～２００：１、より好ましくは１：５０～５０：１、最も好ま
しくは１：３０～３０：１の重量比で反応混合物中に存在する。
【誤訳訂正１６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６４】
　好ましい実施形態では、フェニル修飾された機能性シリコーンエラストマーは、一般式
：
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【化６】

【誤訳訂正１７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６６】
　二重（アルキルおよびフェニル）修飾されたシリコーンエラストマーは、ヒドロシリル
化触媒を使用することによる、ａ）水素化ケイ素含有ポリシロキサン、ｂ）アルケン、お
よびｃ）ビニル末端ジメチルフェニルポリシロキサンの反応から調製することができる。
【誤訳訂正１８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６７】
　水素化ケイ素含有ポリシロキサン、アルケン、およびビニル末端ジメチルフェニルポリ
シロキサンは、上記したものと同じである。
【誤訳訂正１９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６８】
　二重修飾されたシリコーンエラストマーは、反応物を合わせることによる２ステップの
合成を通じて調製することができる。第１のステップでは、アルケンを水素化ケイ素含有
ポリシロキサンと反応させてアルキル修飾されたポリシロキサンを形成させる。第２のス
テップでは、アルキル修飾されたポリシロキサン上の残った未置換の水素化ケイ素基をビ



(9) JP 2019-517458 A5 2021.5.20

ニル末端ジメチルフェニルポリシロキサン上のビニル側基と反応させて二重修飾されたシ
リコーンエラストマーを形成させる。
【誤訳訂正２０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６９】
　第１のステップについて、反応混合物の温度は、水素化ケイ素含有ポリシロキサンおよ
びアルケンが反応してアルキル修飾されたポリシロキサンを形成できる任意の好適な温度
であってよい。好ましくは、反応混合物の温度は５℃～１００℃、より好ましくは１０℃
～８０℃、最も好ましくは２０℃～６０℃である。
【誤訳訂正２１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７５】
　好ましい実施形態では、二重（アルキルおよびフェニル）修飾されたシリコーンエラス
トマーは、一般式：
【化７】

【誤訳訂正２２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００９０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００９０】
　シリコーンエラストマーと溶媒とのブレンドの調製
　材料
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　水素化ケイ素含有ポリシロキサン（Ａｎｄｉｓｉｌ　ＸＬ－１０）、ビニル末端ジメチ
ルポリシロキサン（Ａｎｄｉｓｉｌ　ＶＳ－２００）、ビニル末端ジメチルジフェニルポ
リシロキサン（Ａｎｄｉｓｉｌ　ＳＦ－２４３０）はＡＢ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｙ　Ｓｉｌ
ｉｃｏｎｅｓより購入した。デカメチルシクロペンタシロキサン（ＤＣ２４５）はＤｏｗ
　Ｃｏｒｎｉｎｇ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎより購入した。白金触媒は、Ｓｉｇｍａ　Ａ
ｌｄｒｉｃｈのキシレン中の白金（０）－１，３－ジビニル－１，１，３，３－テトラメ
チルジシロキサン錯体溶液である。全ての化学物質はさらなる精製をせずに入手したまま
使用した。
【誤訳訂正２３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１０６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１０６】
　シリコーンエラストマーと溶媒とのブレンドの調製
　材料
　水素化ケイ素含有ポリシロキサン（Ａｎｄｉｓｉｌ　ＸＬ－１０）、ビニル末端ジメチ
ルポリシロキサン（Ａｎｄｉｓｉｌ　ＶＳ－２００）、ビニル末端ジメチルジフェニルポ
リシロキサン（Ａｎｄｉｓｉｌ　ＳＦ－２４３０）はＡＢ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｙ　Ｓｉｌ
ｉｃｏｎｅｓより購入した。デカメチルシクロペンタシロキサン（ＤＣ２４５）はＤｏｗ
　Ｃｏｒｎｉｎｇ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎより購入した。白金触媒は、Ｓｉｇｍａ　Ａ
ｌｄｒｉｃｈのキシレン中の白金（０）－１，３－ジビニル－１，１，３，３－テトラメ
チルジシロキサン錯体溶液である。全ての化学物質はさらなる精製をせずに入手したまま
使用した。
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